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町の動き（2月1日現在）
世帯数 ････････8,333（＋ 4）
人　口 ･･･････22,906（－11）
男 ･･･････10,931（＋ 2）
女 ･･･････11,975（－13）
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いよいよ4 月2 日より重信町の公式ホームページが開設されます。

みなさんの生活に役立つ情報を満載したホームページにするため、

町民のみなさんのアイディアを募集します。町ホームページについ

て、このような情報を掲載してはどうか、といったご意見がありま

したら下記メールアドレス宛にお寄せ下さい。

公共施設の予約受付がインターネットで出来るようになります。

ホームページの開設に伴い、町営スポーツ施設等の空き状況の照会や利用予約がインター

ネット及び携帯電話（ｉモード）からできる「重信町公共施設案内・予約システム（仮称）」を

開設します。システムの稼動は5月1日（7月利用申し込み分）より開始します。

★　公共施設案内・予約システムのサービス開始に伴い、4月から施設利用申し込み期間が、

施設利用月の2ヶ月前（従来は3ヶ月前）の、「1日～7日」になります。

利用申し込みのスケジュールは次のとおりです。

●3 月1 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6月分利用申し込み受け付け

従来どおりの方法で施設課にて申し込みを受け付けます。

●4 月2 日 ･ ･ ･ ･ ･ ･ 申し込み期間変更（3ヶ月前→2ヶ月前）のため受け付けを休みます。

ただし、6月分までの空き施設の利用受け付けは、随時、施設課窓口で行います。

●5 月1 日～7 日 ･ ･ 7月分利用申し込み受け付け

インターネット利用による申し込み・施設課窓口で申し込み書提出による申し込み

のどちらでもできるようになります。

●6 月以降 ･ ･ ･ ･ ･ 毎月1日～7日に、2ヶ月後の利用申し込みを受け付けます。

詳しくは4月号広報でお知らせします。ご不明な点については、町民会館内施設課まで

お問い合わせ下さい。

公共施設予約に関する問い合わせ先：施設課　�9 6 4－1 5 0 0

重信町公式ホームページアドレス

h t t p : / / w w w . t o w n . s h i g e n o b u . e h i m e . j p /

重信町代表メールアドレス

s i g e n o b u＠t o w n . s h i g e n o b u . e h i m e . j p

ホームページに関する問い合わせ先

企画財政課　情報管理係　�9 6 4－4 4 0 1

４/２～

５/１～
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重信町では平成1 1年度から「水道水の安定供給」を目指す目的で、上水道事業を視野に公営企業
に移行しています。このため古くなった水道施設を造りかえるなど、水道施設の整備事業を行って
います。独立採算制である水道事業は、その莫大な事業費用のほとんどを「国からの借金」で賄っ
ています。このままの状態がつづくと水道事業の経営は行き詰まり、安定して水をお届けすること
が困難な状況になることが予測されます。
そこで、健全な水道事業の経営を実施していくための案として、運営審議会で水道料金の改定を

審議し、その結果を踏まえて水道料金の改定を町議会で決定しました。その結果1 6年ぶりに料金が
改定されることになりました。
今後とも安全な水道の水を、安定してお届けできるよう事業に取り組むとともに、引き続き経営

の効率化や行政サービスの向上に努めていきますので、ご理解とご協力をお願いします。

●水道料金はどのように変わるのでしょうか。
一般家庭（口径13㎜を使用）が以下の水量を使用した

場合、今までの水道料金と比べて1割～2割ほどのアッ
プとなります。詳しくは、下記の表をご覧下さい。
例えば　41�（2ヶ月）使用した場合
現行料金2,980円（税込み）→改定料金3,360円（税込み）

60�（2ヶ月）使用した場合
現行料金4,500円（税込み）→改定料金5,350円（税込み）

●水道料金のお支払いは便利な口座振替で。
水道料金のお支払いは、手軽で確かな口座振替をご

利用ください。お忙しい方やお留守がちな方には大変
便利です。
手続きは、下記の金融機関へ、預金通帳とお届けの

印鑑をご持参のうえお申し込み下さい。
�ＪＡえひめ中央　　　�伊予銀行
�愛媛銀行　　　　　　�愛媛信用金庫

（県内各支店　出張所）

●口径別の表（税抜き）

●重信町水道料金早見表 一般用（口径13㎜2ヶ月分） （消費税5％を含みます）

メータ
の口径

従量料金（月額）
用途

一
般
用

口径 使用水量 1�につき

50円

80円

100円

130円

150円

220円

160円

150円

160円

160円

220円

1�から10�までの分

10�を越え20�までの分

20�を越え30�までの分

30�を越え40�までの分

40�を越え50�までの分

50�を越える

13㎜から
20㎜

25㎜以上

官公署用

臨時用

50�までにつき
上記と同じ

50�を越える分

1�から100�までの分

100�を越え1,000�までの分

1,000�を越える分

1�から

13㎜

20㎜

25㎜

30㎜

40㎜

50㎜

75㎜

75㎜を越えるも
のは管理者が別
に定める額。

250円

350円

500円

700円

1,000円

2,000円

3,000円

基本料金
（月額）

使用量（�）
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

1 0
1 1
1 2
1 3
1 4
1 5
1 6
1 7
1 8
1 9
2 0

2 1
2 2
2 3
2 4
2 5
2 6
2 7
2 8
2 9
3 0
3 1
3 2
3 3
3 4
3 5
3 6
3 7
3 8
3 9
4 0

4 1
4 2
4 3
4 4
4 5
4 6
4 7
4 8
4 9
5 0
5 1
5 2
5 3
5 4
5 5
5 6
5 7
5 8
5 9
6 0

6 1
6 2
6 3
6 4
6 5
6 6
6 7
6 8
6 9
7 0
7 1
7 2
7 3
7 4
7 5
7 6
7 7
7 8
7 9
8 0

8 1
8 2
8 3
8 4
8 5
8 6
8 7
8 8
8 9
9 0
9 1
9 2
9 3
9 4
9 5
9 6
9 7
9 8
9 9

1 0 0

使用量（�） 使用量（�） 使用量（�） 使用料（�）
料金（円）

5 2 0
5 7 0
6 3 0
6 8 0
7 3 0
7 8 0
8 4 0
8 9 0
9 4 0
9 9 0

1 , 0 5 0
1 , 1 0 0
1 , 1 5 0
1 , 2 0 0
1 , 2 6 0
1 , 3 1 0
1 , 3 6 0
1 , 4 1 0
1 , 4 7 0
1 , 5 2 0
1 , 5 7 0

1 , 6 5 0
1 , 7 4 0
1 , 8 2 0
1 , 9 1 0
1 , 9 9 0
2 , 0 7 0
2 , 1 6 0
2 , 2 4 0
2 , 3 3 0
2 , 4 1 0
2 , 4 9 0
2 , 5 8 0
2 , 6 6 0
2 , 7 5 0
2 , 8 3 0
2 , 9 1 0
3 , 0 0 0
3 , 0 8 0
3 , 1 7 0
3 , 2 5 0

3 , 3 6 0
3 , 4 6 0
3 , 5 7 0
3 , 6 7 0
3 , 7 8 0
3 , 8 8 0
3 , 9 9 0
4 , 0 9 0
4 , 2 0 0
4 , 3 0 0
4 , 4 1 0
4 , 5 1 0
4 , 6 2 0
4 , 7 2 0
4 , 8 3 0
4 , 9 3 0
5 , 0 4 0
5 , 1 4 0
5 , 2 5 0
5 , 3 5 0

5 , 4 9 0
5 , 6 2 0
5 , 7 6 0
5 , 9 0 0
6 , 0 3 0
6 , 1 7 0
6 , 3 1 0
6 , 4 4 0
6 , 5 8 0
6 , 7 2 0
6 , 8 5 0
6 , 9 9 0
7 , 1 2 0
7 , 2 6 0
7 , 4 0 0
7 , 5 3 0
7 , 6 7 0
7 , 8 1 0
7 , 9 4 0
8 , 0 8 0

8 , 2 4 0
8 , 4 0 0
8 , 5 5 0
8 , 7 1 0
8 , 8 7 0
9 , 0 3 0
9 , 1 8 0
9 , 3 4 0
9 , 5 0 0
9 , 6 6 0
9 , 8 1 0
9 , 9 7 0

1 0 , 1 3 0
1 0 , 2 9 0
1 0 , 4 4 0
1 0 , 6 0 0
1 0 , 7 6 0
1 0 , 9 2 0
1 1 , 0 7 0
1 1 , 2 3 0

料金（円） 料金（円） 料金（円） 料金（円）
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平成13年度に小学校へ入学される児童の皆さ

ん、おめでとうございます。

今年の町内の小学校入学予定児童（平成6年4

月2日生から平成7年4月1日生）は計211人です。

既に町教育委員会から就学通知書を送付して

いますが、病気やその他の理由で就学猶予の申請

をされる方、また2月1日以降に転入されてまだ就学

手続きをされていない方は、町教育委員会 教育

課 学校教育係（�964-4420）までご連絡下さい。
この名簿は平成13年2月1日現在のものです。

双葉保育所

北吉井幼稚園

北吉井幼稚園

拝志保育所
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重信幼稚園

重信幼稚園

南吉井保育所

南吉井第二保育所

上林保育所
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計94人�

三
　
浦
　
裕
　
香

海
　
稲
　
美
　
里

中
　
村
　
　
　
舜

坂
　
本
　
陽
　
平

和
　
田
　
雅
　
宏

宮
　
城
　
　
　
純

森
　
　
　
由
貴
子

大
　
沼
　
み
ず
き

辻
　
井
　
知
　
沙

品
　
部
　
大
　
和

永
　
田
　
裕
　
史

田
　
頭
　
芽
　
衣

加
　
藤
　
省
　
吾

源
　
　
　
拓
　
也

森
　
　
　
将
　
耶

川
　
本
　
久
美
子

田
　
中
　
和
　
希

興
　
梠
　
美
　
穂

山
　
本
　
伸
　
代

z

田
　
慎
太
朗

土
　
居
　
祥
　
子

余
　
吾
　
沙
央
里

大
　
西
　
祐
　
輔

越
　
智
　
弘
　
充

大
　
北
　
　
　
慶

笹
　
木
　
　
　
亮

八
　
塚
　
　
　
駿

中
　
村
　
　
　
駿

中
　
矢
　
雅
　
人

戒
　
能
　
　
　
大

水
　
口
　
竜
太
朗

柏
　
木
　
　
　
証

大
　
西
　
優
　
希

蒲
　
池
　
健
　
人

藤
　
原
　
里
　
紗

片
　
上
　
由
美
恵

菰
　
田
　
大
　
貴

松
　
爲
　
圭
　
亮

明
　
石
　
拓
　
郎

三
　
好
　
沙
　
季

重
　
岡
　
聖
　
也

岡
　
本
　
彩
　
花

宇
和
川
　
港
　
子

重
　
松
　
千
　
尋

桝
　
田
　
麻
　
緒

加
　
藤
　
　
　
彰

倉
　
�

稔
　
土

上
　
田
　
大
　
貴

坂
　
本
　
都
幾
乃

上
　
岡
　
亜
　
衣

堀
　
川
　
由
利
江

山
　
本
　
清
一
郎

島
　
本
　
幸
　
季

西
　
澤
　
拓
　
弥

大
　
壽
　
将
　
平

水
　
関
　
一
　
貴

松
　
矢
　
明
　
莉

丸
　
子
　
清
　
志

元
　
吉
　
皓
太
郎

新
　
立
　
浩
　
之

重
　
松
　
大
　
斗

兒
　
島
　
弘
　
訓

近
　
藤
　
沙
　
耶

佐
　
竹
　
弘
　
全

河
　
野
　
純
　
輝

新
　
立
　
　
　
葵

参
　
田
　
晃
　
樹

渡
　
邉
　
里
　
菜

z

見
　
洋
　
介

白
　
石
　
真
　
也

牧
　
　
　
ゆ
き
の

紙
　
崎
　
　
　
薫

清
　
水
　
雅
　
文

大
　
森
　
あ
か
ね

中
　
岡
　
知
　
絵

海
　
稲
　
淳
之
介

y

良
　
俊
　
宏

阿
　
蘇
　
芽
　
伊

z

市
　
寛
　
也

束
　
村
　
佑
　
季

山
　
A

光
　
輝

中
　
島
　
源
　
太

永
　
山
　
拓
　
実

宮
　
崎
　
大
　
地

西
　
村
　
侑
　
晟

原
井
川
　
　
　
凌

日
　
野
　
亜
　
耶

萩
　
山
　
稔
　
起

渡
　
部
　
有
　
紀

相
　
原
　
里
　
奈

長
　
尾
　
淳
　
平

大
　
西
　
未
　
紗

宮
　
本
　
拓
　
哉

森
　
　
　
　
　
唯

森
　
　
　
凌
　
太

渡
　
部
　
史
　
也

重
　
松
　
幹
　
大

八
　
木
　
里
　
乃

本
　
田
　
汐
　
奈

山
　
内
　
美
　
来

山
　
本
　
華
　
愛

長
　
久
　
祐
美
子

森
　
　
　
こ
な
つ

冨
　
永
　
晃
　
平

佐
　
伯
　
翔
　
貴

久
　
保
　
瑠
　
沙

菅
　
野
　
幸
　
太

上
林
校
区�
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「
健
康
手
帳
」
に
は
、
健
康
診

査
の
結
果
や
健
康
教
育
、
健
康
相

談
な
ど
の
内
容
、
お
医
者
さ
ん
の

診
療
内
容
や
処
方
薬
の
内
容
な
ど

を
記
録
し
ま
す
。
受
診
の
際
に
は

必
ず
持
っ
て
行
き
、
記
入
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

注
１：

寝
た
き
り
な
ど
の
人
と
は

六
五
歳
以
上
七
〇
歳
未
満
の
人
で

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
り
、
町
長
が
認

定
し
た
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

注
２：

社
会
保
険
等
に
加
入
の
方
で
加
入

保
険
を
変
更
さ
れ
た
場
合（
記
号
・

番
号
の
変
更
な
ど
も
）、
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
再
度
ご
確
認

下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
険
年
金
課

九
六
四
―
四
四
〇
八

6

老
人
保
健
制
度
は
、
国
・
県
・

市
町
村
・
保
険
者
な
ど
が
、
高
齢

者
の
た
め
に
医
療
費
を
負
担
す
る

制
度
で
す
。

七
〇
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
か
ら（
誕
生
日
が
一
日
で

あ
る
時
は
そ
の
月
か
ら
、
ま
た
寝

た
き
り
な
ど
の
場
合
は
六
五
歳
以

上
）、
ど
の
保
険
に
加
入
し
て
い

て
も
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

七
〇
歳
に
な
る
人
に
対
し

て
は
、
事
前
に
老
人
保
健
制

度
に
つ
い
て
の
通
知
を
行
い

ま
す
。「
医
療
受
給
者

証
」
と
「
健
康
手
帳
」

を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
通
知
書
を
持
参

の
上
、
役
場
保
険
年

金
課
ま
で
お
越
し
下

さ
い
。

病
院
に
か
か
る
と
き

は
、
必
ず
「
保
険
証
」

「
健
康
手
帳
」「
医
療
受

給
者
証
」
を
医
療
機
関

の
窓
口
へ
提
示
し
て
下

さ
い
。

その他届け出一覧

満
７０
歳
か
ら
は
老
人
保
健

死亡したとき

同じ市区町村の区域内で
住所が変わったとき

加入している医療保険が
変わったとき（注2）

生活保護を受けるようになった
り、医療保険の資格を失ったと

他の市区町村から
転入してきたとき

他の市区町村へ
転出するとき

健康手帳
医療受給者証

保険証

健康手帳・医療受給者証、
保険証

健康手帳・医療受給者証、
保険証

健康手帳・医療受給者証、
新しい保険証

死亡した人の健康手帳
医療受給者証

津
川
慈
光
寺
線
沿
の
一
部

�
西
岡
…
町
道
田
窪
西
岡
線

沿
の
一
部

�
見
奈
良
…
町
道
西
岡
下
林

線
沿
の
一
部

�
田
窪
…
県
道
美
川
松
山
線

沿
の
一
部
、
町
道
田
窪
西

岡
線
沿
の
一
部
、
田
窪
見

奈
良
線
沿
の
一
部

�
牛
渕
…
伊
予
鉄
道
牛
渕
駅

周
辺
の
一
部
、
県
道
美
川

松
山
線
沿
の
一
部

下
落
修
正
率

商
業
地

九
四
・
六
％
〜
九
八
・
八
％

住
宅
地

九
八
・
一
％
〜
九
八
・
九
％

以
上
の
結
果
、
一
部
の
地
域
に

お
い
て
、
評
価
額
が
一
・
一
％
〜

五
・
四
％
程
度
下
が
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
で
も
多
く
の
宅
地

に
つ
い
て
は
、
税
額
が
急
激
に
増
加

し
な
い
よ
う
平
成
六
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
負
担
調
整
措

置
に
よ
り
、
修
正
後
の
評
価
額
が

な
お
前
年
度
の
課
税
標
準
額
を
相

当
上
回
る
状
態
は
変
わ
ら
な
い
の

で
、
引
き
続
き
、
税
負
担
は
な
だ
ら

固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の

評
価
額
は
、
基
準
年
度（
三
の
倍

数
年
度
ご
と
）に
評
価
替
え
を
行

い
、
そ
の
他
の
年
度
は
、
地
目
変

更
、
家
屋
の
改
築
等
が
あ
っ
た
場

合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
評
価
額

を
据
え
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
土
地
の
場
合
に
は
地

価
が
下
落
し
、
課
税
の
均
衡
上
評

価
額
を
据
え
置
く
こ
と
が
適
当
で

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
評

価
額
を
修
正
で
き
る
特
例
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
一
三
年
度

に
お
い
て
は
、
県
地
価
調
査
、
鑑

定
評
価
を
も
と
に
、
次
の
と
お
り

評
価
額
の
修
正
を
行
い
ま
す
。

下
落
修
正
実
施
地
域

①
市
街
化
区
域
の
宅
地
等

②
市
街
化
調
整
区
域
の
う
ち
、

次
の
地
域
の
宅
地
等

�
国
道
一
一
号
線
沿

�
県
道
松
山
川
内
線
沿

�
県
道
森
松
重
信
線
沿

�
樋
口
…
町
道
横
河
原
菖
蒲

線
沿
の
一
部

�
志
津
川
…
町
道
志
津
川
医

大
線
沿
の
一
部
、町
道
西
岡

下
林
線
沿
の
一
部
、町
道
志

地
価
下
落
に
伴
う

評
価
額
の
修
正
に
つ
い
て

老
　
人
　
保
　
健

固定資産課税台帳
縦覧のお知らせ

平成1 3年度固定資産課税台帳の縦覧
を下記のとおり行います。
と　き　3 月1 日～3 月2 1日

（土、日、休日を除く）
午前8 時3 0分～午後5 時1 5分

ところ　役場税務課

（
注
１
）
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現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
の
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
平
成
一
三
年
三
月
三
一
日
で
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
三
月
末
日
ま

で
に
該
当
す
る
世
帯
ご
と
に
郵
便
で

お
送
り
し
ま
す
。

届
い
た
ら
…

①
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
に

誤
り
が
な
い
か
確
か
め
ま
し
ょ

う
。

②
裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
み
ま

し
ょ
う
。

③
保
険
証
の
記
号
、
番
号
を
確
認
し

て
、
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
役
場

保
険
年
金
課
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会

保
険
等
に
加
入
し
た
方
で
、
資
格
喪

失
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
早
急
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

国
民
健
康
保
険
証

書
き
替
え
で
す
！�

社会保険出張相談所
健康保険・年金について相談専門員が個別に相談

に応じます。
どなたでも無料ですのでお気軽にご利用ください。

と　き 4月3日�
午前10時～午後3時30分

ところ 重信町商工会館1F相談室
�964－1254
（重信町見奈良）

相談員 社会保険相談専門員
（松山東社会保険事務所）

※年金相談にお越しのときは、年金手帳、基礎年金
番号通知書、また年金受給者の方は年金証書をご持
参ください。

松
山
地
方
合
同
庁
舎
に
お
い
て
、
自
走
式
駐
車
場
建
設
工
事
の

た
め
、
三
月
一
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
敷
地
内
駐
車
場
が
終
日

全
面
駐
車
禁
止
と
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の
場
所
に
来
客
用
駐
車
場
を
設
け
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
で
来
庁
さ
れ
る
お
客
様
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
庁
舎
敷
地
内
の
駐
輪
場
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

〒
七
九
〇
―
八
五
〇
五
　
松
山
市
宮
田
町
一
八
八
―
六

松
山
地
方
法
務
局
会
計
課
施
設
係

�
九
三
二
―
〇
八
八
八

法
務
局

職
業
安
定
所

農
林
統
計
事
務
所

ご
利
用
の

を
皆
さ
ま
へ

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m

m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m m

未
納
が
な
い
よ
う
に

有
吉
ま
こ
と

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
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―――――――――――今月の母子保健事業―――――――――――

育児相談教室（くまさん教室）
〃　　（ピカピカくらぶ）

2歳児生活学級
（2さいうさぎの生活学級）
（平成10年8･9月生）

育児座談会
（保護者）

（託児あり・希望者は要予約）

10カ月児乳児相談
（平成12年5月生）

4カ月児健康診査
（平成12年10月生）

1歳6カ月児健康診査
（平成11年7･8月生）

3 /2�・1 6� 9：30～11：00
3 / 2 3� 9：30～11：00

3 / 8�
受付 9：45～10：00
学級 10：00～11：30

3 / 9�
受付 9：30～11：00

3 / 1 4�
受付 9：45～10：00
相談 10：00～11：30

3 / 1 4�
13：30～14：30

3 / 7�
13：30～14：30

町民会館
南吉井保育所

南吉井保育所

町民会館

内　　　容事　業　名（対象） 日　　時 と　こ　ろ

子どもの運動・ことばの発達・あそび方や関
わり方等の相談（申し込み要）

はみがきの体験学習とむしば予防のための相
談、集団あそび、保護者同士の交流

講演「こどもの成長と関わり
－こうやって子どもは育つ－」

講師　あゆみ学園長　市原　文明先生

はみがき・離乳食のポイント、あそびや関わ
り方等についての相談、保護者同士の交流
（集団）

赤ちゃんの健康の確認・相談

幼児の健康の確認・相談

「わたしの減量計画」
健康改善教室

参加希望者は、事前に申し込んでください。 �964－4170

栄 養 相 談
食生活の見直しは生活習慣の見直

しにもつながります!!

この機会にぜひ、ご自分の健康管

理に役立ててみませんか？

�964－4170（要予約）

と　き 3 月9 日�・2 3日�

時　間 9 ：0 0～1 0：0 0

1 0：0 0～1 1：0 0

1 1：0 0～1 2：0 0

内　容 3 日分の食事記録に基づき、

管理栄養士がカロリー計算、

栄養に関する話、また質問

にお答えします。

ご希望により午後も相談
できます。

と　き と　こ　ろ 内　　　　容

「これからの身体づくりのコツ」
「健康な身体づくりのコツ」を受講
者の体験談から学び、疑問点の解決
策や実施方法や内容について助言を
いただきます。
今回は、楽しい対話形式の教室です。

講師　愛媛大学医学部　寄生虫学
助教授　坪井敬文先生

1 月・2 月大好評につき、追加講義決定
「運動習慣を身につけよう③」
－すぐできる! 毎日の運動 応用編 －
初めての方も参加できます。

講師　アメリカスポーツ医学会
ヘルスフィットネス
インストラクター取得
健康運動指導士　西野吉幸

町民会館2 階
第1 ・2 研修室

愛媛大学医学部
看護学科1 階
実習室

3 月1 3日�

1 3：3 0

1 5：0 0

3 月1 6日�

1 3：3 0

1 5：0 0

〜

〜

れきみん

れ
き
み
ん

れ
き
み
ん

れきみん

れきみん れきみん

三
月
一
三
日
か
ら
各
区
の
歴

史
・
文
化
・
平
た
く
言
え
ば
「
お

話
と
大
切
な
も
の
」
を
取
り
上

げ
た
企
画
展
が
始
ま
り
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
宿
題
の
解
決

で
訪
れ
た
小
学
生
の
質
問
か
ら

で
し
た
。

拝
志
の
子
は
南
吉
井
の
こ
と

が
、
北
吉
井
の
子
は
拝
志
の
こ

と
が
さ
っ
ぱ
り
。

第
一
回
は
「
横
河
原
区
」。

年
一
区
と
し
て
、
さ
て
何
年

か
か
る
で
し
ょ
う
か
。
区
に
よ

っ
て
は
二
区
同
時
の
展
示
も
で

き
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

３
月
の
休
館
日

１
〜
12
・
18
・
19
・
20
・

26
・
31
日

少
し
昔
の
横
河
原
展

（
五
月
末
ま
で
）新横河原公民館ができたとき



広報しげのぶ 3月号9

65歳以上のみなさんへ�

平成13年度�

GGGGGGGGGGGGGGGGG

　介護保険の財源は、公費と皆さんが納める保険料です。介護をみんなで支えるため、そして介護が必要となったと
きに誰もが安心してサービスを利用できるように、納付にご協力ください。�

　第1号被保険者の保険料は、平成12年10月から納めていただいていますが、この保険料については、高齢者の皆
様が介護保険制度への理解を深めながら新たな負担に慣れていただくため、国の特別措置がとられています。�
　4月からは、�
　　◎平成13年9月までの保険料については、その半額を国が負担することにより、本来の保険料の半額に軽減されます。�
　　◎平成13年10月から、本来の保険料の額となります。�

税法上の用語で、収入金額から、必要経費等に相当する金額を控除した金額のことをいいます。�
　たとえば、　① 事業収入のみの方であれば、『事業収入』から『必要経費』を差し引いた金額�
　　　　　　　② 年金収入のみの方であれば、『年金収入額』から『公的年金控除額』を差し引いた金額�
　　　　　　　③ 給与収入のみの方であれば、『給与収入額』から『給与所得控除額』を差し引いた金額�
などです。複数の所得のある方は、それぞれに算出された金額を合算した額が、「合計所得金額」となります。�

平成13 年度の第1 号被保険者（65 歳以上の方）の保険料は?

平成13 年度の保険料の納め方は?
 

※�

「
合
計
所
得
金
額
」�

 

っ
て
何
？�

・生活保護受給者�
・老齢福祉年金受給者で、�
　　世帯全員が住民税非課税の方�
・世帯全員が住民税非課税の方�
・世帯の誰かに住民税が課税されて�
　いるが、本人は住民税非課税の方�

平成13年度分（年額）�
（4月から翌年3月分）�

・本人が住民税課税で、平成12年の�
　合計所得金額が250万円未満の方�
・本人が住民税課税で、平成12年の�
　合計所得金額が250万円以上の方�

段　階� 対　象　者�

第1段階� 14,100円�

21,200円�
28,300円�

35,300円�

42,400円�

第2段階�

第4段階�

第5段階�

第3段階�
（基準額）�

あなたの保険料額は?

あなたの保険料の納め方は?

あなたは、�
生活保護を�
受給してい�
ますか？�

世帯の誰か�
に住民税が�
課税されて�
いますか？�

あなたは、�
老齢福祉年金�
を受給してい�
ますか？�

あなたは、住民税が課税�
されていますか？�

あなたは、平成12�
年の合計所得金額�
が250万円以上で�
したか？�

※�
※�

はい� はい�

はい�
いいえ�

いいえ�
いいえ�

いいえ� いいえ�

スタート�

スタート�

はい� はい�

平成13年9月までは、口座振替や納付書で納める方法 （普通徴収）となります。�
平成13年10月からは、年金からの天引き （特別徴収）となります。�
年金の月額が1万5千円以上の人でも、以下の場合は、普通徴収で介護保険料�
を納めます。�
◎年度の途中で65歳（第1号被保険者）になったとき�
◎年度の途中で他の市区町村に転入したとき�
◎年度の途中で所得段階の区分が変更となったとき�
◎当該年度4月1日の時点で年金を受けていなかったとき�
◎年金から融資を受けているとき　　　　　　　　　　　など�

現在、受給している年金の金額は？�
月額1万5千円�
以　上�

月額1万5千円�
以　下�

現在、年金を受給していますか？�
受給している� 受給していない�

平成12年度はどの方法で介護保険料�
を納めていますか？�
年金からの�
天引�

毎月納付書や口座�
振替で直接納付�

今のあなたの年齢は？�

65歳以上� 40歳以上�
64歳以下�

平成13年度中に、65歳になりますか？�
な　る� ならない�

現在、受給している年金の種類は？�

老齢・退職�
年金�

老齢福祉年金�
障害年金�
遺族年金� 　平成13年度は、納付書や口座

振替により町に個別に納めます。�
　このことを 普通徴収 といい
ます。重信町の場合、6月から翌
年3月までの10回に分けて納め
ていただきます。�

　あなたは、第2号被保険者（40歳以上64歳
以下の方）になります。介護保険料はご加入
の健康保険の保険料に含まれています。�

　65 歳になるまでは第2号被保険者です。
介護保険料はご加入の健康保険の保険料に
含まれています。�
　65 歳になると第1号被保険者となり、年
齢到達月に応じた介護保険料を健康保険料
と分けて普通徴収で納付していただきます。�

　平成13年度は、年間6回ある年金の定期払いの際に、
介護保険料があらかじめ年金から差し引かれます。�
　このことを  特別徴収  といいます。�
　ただし、基準額未満の老齢・退職年金、老齢福祉年金、
障害年金、遺族年金は、特別徴収の対象となっていません。�
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3 . 身近な生活環境改善への取り組み（回答3 つまで）

街路灯･防犯灯

下水道や排水処理施設

地区内道路の拡幅･舗装

カーブミラーなどの交通安全施設

公園や子どもの遊び場

歩道や自転車道の整備

ごみ集積場

商店･スーパーなど

老人憩いの家など

身近な医療施設

上位10項目　　　　　　単位：％ 全　町

3 9 . 5

3 2 . 2

2 8 . 6

2 6 . 9

2 6 . 4

2 6 . 2

1 9 . 0

1 2 . 9

1 1 . 9

1 1 . 7

北吉井 南吉井 拝　志 20代 30代 40代 50代 60代 70代
以上

40.0

33.1

3 3 . 5

26.5

23.5

2 8 . 5

15.8

10.4

10.8

12.7

4 0 . 6

3 6 . 3

25.2

2 7 . 7

27.5

26.1

20.1

11.3

1 3 . 6

8.8

36.0

21.3

30.9

25.0

3 0 . 1

22.1

2 2 . 1

2 2 . 1

9.6

1 7 . 6

45.8

20.9

27.5

3 8 . 6

28.8

19.6

15.0

1 7 . 6

7.2

11.1

40.6

23.6

27.3

31.5

3 7 . 0

26.7

13.9

14.5

5.5

9.1

4 8 . 8

33.6

28.9

23.7

25.1

2 9 . 9

2 2 . 3

12.3

10.4

10.0

34.2

36.2

30.2

22.8

20.8

26.8

22.1

8.7

16.8

9.4

27.8

4 8 . 1

29.3

18.0

23.3

27.1

20.3

11.3

17.3

16.5

15.2

39.4

3 3 . 3

27.3

12.1

21.2

21.2

12.1

3 3 . 3

2 7 . 3

4 . 環境保全への取り組み（回答2 つまで）

不法投棄の取り締まりの強化

河川浄化対策の推進や下水道の整備

ごみの減量化･リサイクルの支援

緑あふれる景観づくりの支援

地球環境保全施策の総合的推進

上位5項目 単位：％ 全　町

3 2 . 0

2 9 . 6

2 8 . 6

2 0 . 8

1 9 . 2

北吉井 南吉井 拝　志 20代 30代 40代 50代 60代 70代
以上

3 7 . 7

26.5

23.8

20.4

15.4

28.9

3 5 . 3

30.3

2 1 . 9

18.7

34.6

18.4

3 3 . 1

16.2

2 8 . 7

25.5

25.5

28.8

2 8 . 8

15.0

3 9 . 4

23.6

31.5

20.0

20.6

34.1

29.4

28.0

20.9

17.5

27.5

30.9

3 2 . 9

18.8

21.5

31.6

3 8 . 3

24.8

15.8

2 2 . 6

3 9 . 4

33.3

15.2

21.2

21.2

5 . 保健･ 医療対策について（回答2 つまで）

救急･休日･夜間医療の充実

医療機関の診療内容や設備の充実

往診･訪問看護など在宅医療の充実

家庭における健康に関する知識の普及

健康づくり運動の積極的推進

上位5項目 単位：％ 全　町

5 4 . 3

2 5 . 0

2 2 . 8

1 9 . 7

1 5 . 1

北吉井 南吉井 拝　志 20代 30代 40代 50代 60代 70代
以上

50.4

21.5

2 3 . 8

2 0 . 8

1 5 . 8

54.7

2 7 . 0

22.6

19.6

15.2

6 0 . 3

25.7

22.8

19.1

14.7

58.8

24.2

12.4

20.3

7.8

57.0

27.9

14.5

17.0

12.1

6 0 . 2

2 9 . 4

19.9

20.9

15.2

47.7

20.8

3 6 . 2

14.1

18.8

51.9

19.5

35.3

23.3

2 1 . 1

27.3

27.3

24.2

3 6 . 4

18.2

6 . 社会福祉充実のための施策（回答2 つまで）

高齢者在宅福祉サービスや施設の充実

児童福祉施設の整備充実

福祉ボランティア活動の育成

障害者の自立を支援する環境づくり

各種福祉団体の充実強化

上位5項目 単位：％ 全　町

5 7 . 5

3 2 . 6

2 9 . 7

2 4 . 1

1 8 . 9

北吉井 南吉井 拝　志 20代 30代 40代 50代 60代 70代
以上

55.8

28.5

29.6

24.2

2 0 . 0

59.1

33.5

30.3

2 4 . 9

19.2

5 9 . 6

3 5 . 3

3 1 . 6

21.3

18.4

49.7

32.0

25.5

3 0 . 7

9.2

43.6

5 5 . 2

22.4

22.4

13.3

60.2

29.4

30.3

27.5

2 5 . 1

58.4

24.8

36.9

22.1

22.1

7 7 . 4

21.8

33.1

16.5

21.8

66.7

21.2

3 9 . 4

18.2

24.2

まちづくりアンケートの集計が終わ
りましたので、主だった内容について、
集計結果をお知らせします。

10
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広報しげのぶ 3月号1 1

1 . 今後の重点施策分野（回答5 つまで）

環境保全施策の推進

高齢者や障害者等の福祉施策の充実

保健･医療体制や施設の整備充実

下水道施設の整備充実

住民の憩いの場の整備充実

子育て支援施策や児童施設の充実

道路の整備

ごみ処理･リサイクル体制の充実

若者の定住化促進施策の推進

交通の便の充実

上位10項目　　　　　　単位：％ 全　町

5 3 . 2

4 3 . 3

3 4 . 1

2 9 . 3

2 5 . 8

2 4 . 6

2 3 . 1

2 2 . 3

2 2 . 2

2 1 . 4

北吉井 南吉井 拝　志 20代 30代 40代 50代 60代 70代
以上

52.7

41.2

3 6 . 5

3 3 . 8

23.5

2 6 . 9

2 8 . 1

21.9

20.4

21.5

5 4 . 3

43.9

34.6

32.1

2 7 . 3

25.9

20.6

2 3 . 1

17.8

18.5

52.9

4 4 . 9

26.5

16.9

24.3

16.2

20.6

21.3

3 9 . 7

2 6 . 5

42.5

31.4

26.8

16.9

31.4

27.5

23.5

19.0

19.6

2 9 . 4

50.3

29.7

24.8

23.0

3 2 . 1

4 7 . 9

23.6

15.8

13.9

18.8

58.8

42.2

39.3

31.3

24.6

17.1

2 3 . 7

2 8 . 0

22.7

23.2

5 9 . 7

47.7

34.2

30.9

22.8

17.4

22.8

26.8

28.9

16.8

54.9

6 4 . 7

4 6 . 6

4 5 . 1

21.8

15.0

21.8

21.1

23.3

18.8

45.5

60.6

27.3

30.3

9.1

15.2

21.2

18.2

3 6 . 4

24.2

2 . 町政への関心

大いに関心がある

多少は関心がある

あまり関心がない

全く関心がない

無回答

単位：％ 全　町

1 9 . 1

4 9 . 4

2 5 . 9

4 . 2

1 . 4

北吉井 南吉井 拝　志 20代 30代 40代 50代 60代 70代
以上

17.7

48.5

2 8 . 1

5 . 0

0.8

20.1

5 0 . 3

24.2

3.9

1.4

2 1 . 3

48.5

25.0

2.9

2 . 2

9.8

34.0

4 1 . 8

1 3 . 7

0.7

7.9

53.9

33.9

3.6

0.6

19.0

5 7 . 3

19.9

2.4

1.4

22.8

52.3

21.5

2.0

1.3

35.3

47.4

15.0

0.8

1.5

3 6 . 4

45.5

12.1

0.0

6 . 1

大いに関心がある�

多少は関心がある�

あまり関心がない�

全く関心がない�

無回答�

49.4％�

4.2％�1.4％�

25.9％�

19.1％�
町政への関心度



1 2

先
月
三
〇
日
。
町
民
会
館
で
、
イ
ン
ド
人

ヒ
ラ
さ
ん
に
よ
る
、
イ
ン
ド
料
理
の
会
が
開

か
れ
た
。

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
チ
キ
ン
カ
レ
ー
、

コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
の
卵
カ
レ
ー
、
そ
し
て
、

イ
ン
ド
式
の
紅
茶
、
チ
ャ
イ
で
あ
る
。

本
場
の
カ
レ
ー
を
食
べ
た

の
は
初
め
て
で
あ
る
。

日
本
の
「
ル
ー
で
作
る

カ
レ
ー
」
と
違
い
、
濃

度
は
な
く
、
サ
ラ

サ
ラ
。
色
は
、
薄

い
ク
リ
ー
ム
色
。

だ
が
一
番
の
特
色

は
、
香
辛
料
の
多

さ
で
あ
る
。
ク
ミ

ン
、
シ
ナ
モ
ン
、

カ

ル

ダ

モ

ン

等
々
。
ヒ
ラ
さ
ん

持
ち
込
み
の
タ
ッ
パ
ー

は
、
細
か
く
仕
切
ら
れ

て
い
て
、
見
た
こ
と
も
な

い
よ
う
な
香
辛
料
が
並
ん
で

い
た
。
彼
女
は
、
そ
こ
か
ら
数

種
選
び
出
し
、
適
当
に
、
ほ
う
り
込
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
た
。
だ
が
、
カ
レ
ー
は
、
イ

ン
ド
の
代
表
的
な
家
庭
料
理
。
イ
ン
ド
の
お

ふ
く
ろ
の
味
も
、
家
庭
そ
れ
ぞ
れ
の
味
、
と

い
う
も
の
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
。

「
こ
れ
が
私
の
家
の
味
。
ど
う
で
す
か
。」

と
味
見
を
勧
め
ら
れ
、
好
奇
心
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
な
が
ら
、
一
匙
食
べ
て
み
た
。
―
な

か
な
か
い
け
る
！
日
本
人
に
も
合
う
じ
ゃ

な
い
！
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

様
々
な
ス
パ
イ
ス
が
、
う
ま
く
溶
け

込
ん
で
、
深
い
味
わ
い
を
醸
し
出

し
て
い
た
。
美
味
し
く
て
、
つ
い

食
べ
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
イ
ン

ド
人
を
両
親
に
持
つ
英
語

指
導
助
手
の
カ
ル
ペ
ッ
シ

ュ
・
ラ
ッ
カ
ー
ニ
さ
ん
も
、

懐
か
し
そ
う
に
、
ほ
う
ば

っ
て
い
た
。

イ
ン
ド
に
は
、
多

種
多
様
の
カ
レ
ー
が
あ

る
と
い
う
。
他
の
カ
レ

ー
や
チ
キ
ン
料
理
の
レ
シ

ピ
も
頂
い
た
。
ガ
ラ
ム
マ

サ
ラ
し
か
な
い
我
が
家
だ

が
、
早
速
、
他
の
香
辛
料
も
買
っ

て
お
こ
う
。

幸
せ
な（
満
腹
）気
分
に
満
た
さ
れ
た

日
だ
っ
た
が
、
イ
ン
ド
の
家
庭
を
思
う
と
、

や
は
り
、
地
震
の
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
こ

の
日
の
集
金
の
一
部
を
、
被
災
者
の
方
々
に

送
る
こ
と
に
し
た
。
カ
レ
ー
パ
ワ
ー
に
、
感

謝
と
願
い
を
こ
め
て
―
。

（
サ
ロ
ン
会
員
）

二
一
世
紀
を
迎
え
、
重
信
町
生
活
文
化
女
性
塾

は
創
立
一
〇
年
の
節
目
を
機
に
四
月
か
ら
名
称
も

○
○
塾（
男
性
と
女
性
が
共
に
歩
む
塾
）と
改
め
、

生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、
年
齢
や
性
別
に

と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
語
ら
い
、
環
境
・
福
祉
・
文

化
な
ど
幅
広
い
活
動
を
目
指
し
、
心
の
オ
ア
シ
ス

と
し
て
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
で
き
る
場
と
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

重
信
町
を
愛
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
も
、
あ
な
た
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

�
九
六
四
―
三
八
九
九（
西
田
）

現
在
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ（
重
信
町

青
年
団
体
連
合
会
　
渡
部
正

之
会
長
）で
は
住
み
良
い
街
づ

く
り
を
目
指
し
、
〝
人
に
や
さ

し
い
街
づ
く
り
マ
ッ
プ
〞づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
一
一
月
の
町
文
化
祭

で
、
重
信
町
女
性
塾（
西
田
芳

子
塾
長
）の
協
力
を
得
て
、〝
重

信
町
危
険
箇
所
捜
し
〞の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

町
民
皆
様
方
よ
り
多
く
の
ご

意
見
、
ご
指
摘
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
意
見
を
参
考
に
し
、
危

険
箇
所
だ
け
で
な
く
住
み
良

い
街
づ
く
り
に
向
け
た
部
分

を
盛
り
込
み
な
が
ら
完
成
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

詳
し
い
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
ま
た
ご
意
見
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
事
務
局

（
重
信
町
商
工
会
内
）

�
九
六
四
―
一
二
五
四

（
大
北
）

〝
人
に
や
さ
し
い

街
づ
く
り
マ
ッ
プ
〞

づ
く
り

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
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����香辛

料
い
っ
ぱ
い�

国
際
交
流
サ
ロ
ン�

重
信
町
生
活
文
化
女
性
塾�

・
・

・
・
・
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D a n g e r o u s  J a p a n

危 険 な 日 本

J a p a n  h a s  a  r e p u t a t i o n  f o r  b e i n g  a  v e r y  s a f e  c o u n t r y .  B u t

m a n y  G a i j i n  d o n ' t  r e a l i s e  h o w  d a n g e r o u s  i t  c a n  b e .

T h e  J a p a n e s e  " O n s e n "  l o o k s  s o  p e a c e f u l  a n d  i n v i t i n g  a n d

e v e r y o n e  s e e m s  s o  r e l a x e d .  Y o u  g o  i n  a n d . . . . . W O W ! ! !  S u d d e n l y

y o u  a r e  b e i n g  b o i l e d  a l i v e  n a k e d .  B e  c a r e f u l ,  o n s e n s  a r e

d a n g e r o u s .

" H o t  S a k e "  t a s t e s  s o  g o o d  o n  a  c o l d  w i n t e r ' s  d a y  b u t  a f t e r  2

o r  3  g l a s s e s  i t  s t a r t s  t o  c o m e  b a c k  u p  a n d  m a k e s  y o u r  h e a d

s p i n .  G a i j i n  b e w a r e  a  " h o t  s a k e "  h a n g o v e r  i s  d a n g e r o u s .

G a i j i n  s h o u l d  a l s o  t a k e  c a r e  w h i l e  e a t i n g  i n  J a p a n .  Y o u  c o u l d

b e  h a p p i l y  e a t i n g  a  t a s y  J a p a n e s e  m e a l  w h e n  s u d d e n l y  t h e r e  i s

a n  e x p l o s i o n  i n  y o u r  m o u t h ,  y o u r  e y e s  w a t e r  t h e r e  i s  b u r n i n g

p a i n  a n d  y o u  c a n n o t  t a s t e  a n y t h i n g .  " W a s a b i "  i s  v e r y  d a n g e r o u s .

E n g l i s h  t e a c h e r s  s h o u l d  a l s o  b e  c a r e f u l  w i t h  o n e  o f  t h e  m a i n

d a n g e r s  o f  J a p a n . . . . " S h o g a k k o "  c h i l d r e n .  T h e y  c o m e  i n  v a r i o u s

s h a p e s  a n d  s i z e s  b u t  a l l  a r e  s u p e r  c u t e ,  s u p e r  g e n k i  a n d  s u p e r

d a n g e r o u s .  T h e y  d o n ' t  f e e l  p a i n  a n d  n e v e r  r u n  o u t  o f  e n e r g y .

D o n ' t  p l a y  " D o d g e b a l l "  w i t h  t h e m ,  i t  i s  v e r y  d a n g e r o u s .

S o  m a y b e  J a p a n  i s  n o t  a s  s a f e  a s  i t  s e e m s .

ラ
ッ
カ
ー
ニ
・
カ
ル
ペ
ッ
シ
ュ
さ
ん

一
九
六
九
年
一
二
月
二
四
日
生（
三
〇
歳
）

イ
ギ
リ
ス
出
身

昨
年
九
月
か
ら
重
信
町
に
英
語
指
導
助
手
と
し
て
来
日
。

中
学
校
で
英
語
指
導
を
し
て
い
る
他
、
小
学
校
生
徒
及
び
一
般
町
民
に

も
英
語
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
活
動
。

趣
味
は
、ギ
タ
ー
・
料
理
・
旅
行
・
読
書
・
映
画
鑑
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
と
幅
広
い
。

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0000000000000000000000000000000000

日本はとても安全な国であるという評判です。しかし、多くの外国
人はなんと危険な国であるかということを実感していないようで
す。
日本の温泉はひじょうに穏やかで魅力的であり、みんなくつ
ろいでいるようにみえます。中に入るとワオ!! 突然生きたまま
裸でゆがかれます。気をつけて下さい。温泉は危険です。
寒い冬の日の熱燗（あつかん）は、とてもおいしいのですが

2、3ばい飲むと逆流して頭がまわります。外国人は熱燗（あつ
かん）に要注意。二日酔は危険です。
外国人は日本で食事をする時も気をつけるべきです。おいしい日本

食を食べている時は幸せなのですが突然口の中で爆発がおこります。目には
涙、焼けつくような痛さで何も食べることができなくなります。「わさび」はとっても危険です。
英語教師は日本での大きな危険の1つ“小学校”の子どもたちにも気をつけるべきです。彼らはいろ

いろな格好や大きさをしていますが、みんな超かわいく超元気で超危険です。彼らは苦痛を感じない
しエネルギーがなくなることも決してありません。彼らとは“ドッジボール”をしてはいけません。
とっても危険です。
そういうことで日本はおそらく思ったほど安全ではないかもしれません。
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十
干
・
十
二
支
な
ど
か
ら
吉
凶
を

占
っ
た
り
し
た
く
な
る
も
の
で

す
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
自
ら
を
振

り
返
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

古
く
か
ら
日
本
社
会
に
根
強
く

残
っ
て
い
る
、
因
習
・
偏
見
・
迷
信

等
に
基
づ
く
「
イ
エ
意
識
」・
「
ケ

ガ
レ
意
識
」が
、
部
落
差
別
の
本

質
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
異
論

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
が
差

別
を
助
長
し
、
差
別
を
温
存
し
て

い
く
か
な
り
大
き
な
要
因
で
あ
る

こ
と
に
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

下
の
グ
ラ
フ
は
、
こ
の
問
題
に

も
関
係
の
深
い
、「
結
婚
相
手
を

決
め
る
と
き
に
、
家
柄
と
か
血
筋

を
問
題
に
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て

の
重
信
町
民
の
意
識
で
す
。

「
な
く
し
て
い
か
な
く
て
は
…
」

と
答
え
た
方
が
全
体
の
六
割
近
く

を
占
め
、
し
か
も
年
代
が
下
が
る

に
つ
れ
て
増
加
し
て
い
ま
す
。
イ

エ
意
識
、
ケ
ガ
レ
意
識
が
町
民
の

間
か
ら
、
徐
々
に
払
拭
さ
れ
て
き

て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
当
然
の
こ
と
と
思
う
」

と
答
え
た
方
は
、
一
割
程
度
と
少

な
く
、
し
か
も
、
昭
和
五
〇
年
代

生
ま
れ
の
い
ち
ば
ん
若
い
層
で
は

〇ゼ
ロ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
明
る
い
未

来
が
予
感
で
き
ま
す
。

し
か
し
、「
自
分
だ
け
が
反
対
し

て
も
…
」と
答
え
た
方
が
二
割
も

い
る
こ
と
は
残
念
で
す
。
自
己
決

定
で
き
な
い
、
因
習
に
流
さ
れ
る

と
い
う
生
き
方
か
ら
抜
け
出
せ
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
方
々

に
は
、「
な
く
し
て
い
か
な
く
て

は
」と
い
う
方
が
六
割
も
い
る
こ

と
、「
当
然
の
こ
と

と
思
う
」と
い
う
方

が
一
割
に
満
た
な

い
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
イ
エ
意
識
」
や

「
ケ
ガ
レ
意
識
」
は
、

一
人
一
人
の
意
識

の
中
に
あ
る
も
の

で
、
権
力
の
及
ば

な
い
領
域
の
問
題

で
す
。
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
に
、

科
学
的
・
合
理
的

な
考
え
方
を
取
り

入
れ
、
自
己
変
革

に
努
め
た
い
も
の

で
す
。

私
た
ち
は
と
か

く
、
友
引
と
か
大

安
と
か
の
お
日
柄

を
気
に
し
た
り
、

少
年
犯
罪
に
限
ら
ず
殺
伐
と
し

た
事
件
に
不
況
の
波
と
、
暗
い
ニ

ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
て
来
ま
す
。

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
新

大
久
保
駅
で
転
落
し
た
男
性
を
救

お
う
と
、
と
っ
さ
の
判
断
で
線
路

に
飛
び
降
り
、
一
命
を
落
と
し
た

二
人
の
救
出
事
故
の
報
道
は
、
人

間
と
し
て
の
尊
い
勇
気
あ
る
行
動

と
し
て
、
大
き
な
感
動
と
深
い
悲

し
み
を
同
時
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
他
人
へ
の
思
い
や
り

や
関
心
が
薄
れ
る
風
潮
の
中
で
、

命
を
賭
し
て
命
を
救
お
う
と
す
る

瞬
時
の
行
動
が
、
多
く
の
人
々
に

大
き
な
共
感
と
人
間
の
善
な
る
良

心
の
琴
線
に
触
れ
さ
せ
た
の
で
し

ょ
う
。
そ
の
行
動
は
、
日
韓
の
海

峡
を
越
え
て
大
き
な
波
紋
と
な
っ

て
広
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
人
の
人
間
と
し
て
も

っ
て
い
る
心
の
や
さ
し
さ
、
温
か
さ

と
と
も
に
、
勇
気
あ
る
行
動
は
、

人
々
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
、
末
永
く

語
り
継
が
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
失
わ
れ
た
命
は
、
二

度
と
還
っ
て
来
ま
せ
ん
。
残
さ
れ

た
遺
族
の
心
情
や
深
い
悲
し
み
を

思
う
と
言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
。

失
わ
れ
た
三
名
の
ご
冥
福
を
祈

り
な
が
ら
、
今
後
の
対
策
を
十
分

に
す
る
と
と
も
に
、
人
間
の
持
つ

本
来
的
な
や
さ
し
さ
と
勇
気
、
た

く
ま
し
さ
を
取
り
戻
し
て
行
き
た

い
も
の
で
す
。

時
、
あ
た
か
も
、
出
会
い
と
別

れ
の
卒
業
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

わ
が
町
か
ら
巣
立
っ
て
い
く
若

者
に
大
き
な
期
待
と
夢
を
託
し
な

が
ら
、
元
気
は
つ
ら
つ
と
自
ら
の

道
を
開
拓
し
、
自
分
ら
し
さ
を
社

会
や
人
の
た
め
に
発
揮
し
て
欲
し

い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

先
だ
っ
て
、
通
学
路
や
線
路
沿

い
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
や
空
缶
を

黙
々
と
拾
っ
て
い
る
中
学
生
グ
ル

ー
プ
が
い
ま
し
た
。
総
合
学
習
の

一
環
と
し
て
自
分
た
ち
が
考
え
て

で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
奉
仕
活
動
を
自
主
的
に
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
見
て
、

近
所
の
方
々
は
大
変
感
心
さ
れ
、

「
ご
苦
労
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
」
と

声
掛
け
を
し
て
い
ま
し
た
。

―
愛
の
一
声
運
動
も
広
ま
っ
て
来

て
い
る
よ
う
で
す
。
有
り
難
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
―

シリーズ
人 権
シリーズ
人 権

教
育
総
合
推
進
地
域
事
業

「
家
柄
・
血
筋
を
気
に
し
ま
す
か
」

一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

人
が
変
わ
れ
ば
、�

ど
も
も
変
わ
る�

や
さ
し
さ
と
勇
気
あ
る
行
動

重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
対
策
連
絡
会
議

「結婚相手を決めるときに、家柄とか血筋を問題にすること」について、あな
たはどのように思いますか。次の中から一つだけ選んで○をつけて下さい。

当然のことと
思う

おかしいと思
うが、自分だ
けが反対して
も仕方がない

間違っている
からなくして
い か なけ れ
ばならない

わからない その他

昭和50年代生

昭和40年代生

昭和30年代生

昭和20年代生

昭和10年代生

昭和 1けた生

大正・明治生

年　齢 0 ％　　　 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

14.3

5.9 19.6 60.8 11.8 1.9

1.4

1.2

1.4

5.6 25.4 57.7 9.9

10.6 18.8 51.8 17.6

16.0 13.3 61.3 8.0

11.9 24.6 55.5 8.0

17.4 32.6 47.8

77.6 8.1
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私
は
芥
川
龍
之
介
の
本
が
好
き
だ
。

私
が
今
ま
で
に
読
ん
だ
彼
の
作
品
は
、

教
訓
的
な
も
の
が
多
い
せ
い
か
、
ま
っ

た
く
自
分
と
性
格
の
違
う
主
人
公
で
も

ど
こ
か
共
感
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

全
体
を
通
し
て
自
分
自
身
を
見
直
す
き

っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、

今
回
読
ん
だ
「
芋
粥
」
も
そ
の
一
つ
だ
。

こ
の
話
の
主
人
公
は
「
五
位
」
と
い

う
さ
む
ら
い
だ
。
周
り
の
人
に
と
っ
て
、

と
て
も
薄
い
存
在
で
、
相
手
に
さ
れ
る

の
は
か
ら
か
わ
れ
る
時
く
ら
い
だ
が
、

そ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
ま
っ
た
く
無
感

覚
と
い
う
く
ら
い
お
く
び
ょ
う
な
男

だ
。
し
か
し
、
私
に
は
そ
の
無
感
覚
さ

が
「
お
く
び
ょ
う
」
で
は
な
く
、「
広

い
心
の
持
ち
主
」
に
見
え
る
。
実
際
、

話
の
中
に
も
五
位
を
他
の
人
と
は
違
う

よ
う
に
と
ら
え
る
人
物
が
一
人
だ
け
で

て
く
る
。
ま
わ
り
の
目
を
気
に
し
な
い

と
い
う
の
は
、
私
に
と
っ
て
不
可
能
に

近
い
こ
と
で
あ
り
、
五
位
の
よ
う
な
人

は
あ
ま
り
い
る
も
の
で
は
な
い
と
思

う
。
私
が
考
え
る
「
広
い
心
の
持
ち
主
」

と
は
、
自
分
が
か
ら
か
わ
れ
る
と
い
う

よ
う
な
事
実
を
一
つ
一
つ
小
さ
く
区
切

っ
て
と
ら
え
、
気
に
す
る
の
で
は
な
く
、

全
体
を
一
つ
と
し
た
中
の
事
実
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
だ
。
逆
に

「
芋
粥
」を
読
ん
で

重
信
中
三
年

井
原
　
那
月

言
え
ば
、
五
位
の
ま
わ
り
の
人
、
他
人

と
同
じ
よ
う
に
、
五
位
を
か
ら
か
う
相

手
に
す
る
人
は
「
狭
い
心
の
持
ち
主
」

と
い
え
る
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
五
位
と
彼
の
周
囲

の
人
々
と
の
関
係
、「
広
い
心
の
持
ち

主
」
と
「
狭
い
心
の
持
ち
主
」
と
の
関

係
を
考
え
た
時
、
私
は
学
校
で
の
様
子

を
思
い
浮
か
べ
た
。「
誰
で
も
い
い
か

ら
と
に
か
く
人
を
か
ら
か
う
こ
と
を
好

む
」
と
い
う
人
は
ど
こ
に
で
も
い
る
も

の
で
、
自
分
の
近
く
に
も
そ
の
よ
う
な

人
は
何
人
も
い
る
。
そ
し
て
私
は
、
人

を
か
ら
か
う
こ
と
し
か
話
の
種
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
五
位
の
周
り
の

人
々
と
結
び
つ
く
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
れ
は
お
そ
ら
く
、「
狭
い
心
」
と
い

う
部
分
で
共
通
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思

う
。
自
分
の
周
り
の
そ
の
よ
う
な
人
や
、

こ
の
「
芋
粥
」
の
五
位
を
か
ら
か
う

人
々
を
見
て
、
改
め
て
自
分
は
、「
広

い
心
の
持
ち
主
」
に
な
り
た
い
と
思
う

と
同
時
に
、
人
の
個
性
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
視
野
の
広
い
人
間
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
。

さ
て
、「
芋
粥
」
と
い
う
の
は
、
五

位
が
「
異
常
な
執
着
」
を
も
っ
て
い
る

お
粥
の
こ
と
で
、
当
時
は
五
位
の
よ
う

な
身
分
の
者
の
口
へ
は
め
っ
た
に
は
い

ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
、

彼
の
唯
一
の
欲
望
が
、「
芋
粥
を
あ
き

る
ほ
ど
飲
ん
で
み
た
い
」
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
私
も
食
べ
物
に
関
し
て
の
こ

の
よ
う
な
望
み
は
何
度
も
持
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
か
な
っ
た

こ
と
は
一
度
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
五

位
の
場
合
は
、
そ
の
望
み
を
か
な
え
る

機
会
が
き
た
。「
芋
粥
」
を
あ
き
る
ほ

ど
飲
ま
せ
る
と
い
う
話
を
も
ち
か
け
ら

れ
た
時
か
ら
、
五
位
は
微
笑
し
て
お
り
、

そ
の
喜
び
と
楽
し
み
と
―
―
気
持
ち
を

お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
つ
い
、

顔
に
だ
し
て
し
ま
う
五
位
の
様
子
が
自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
、
い
つ
の
間

に
か
私
ま
で
笑
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
場

面
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
望
み
が
か
な
う
前
日
、
五

位
の
寝
て
い
る
間
の
気
持
ち
は
、
今
ま

で
と
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

芋
粥
を
食
べ
る
時
が
、
そ
う
は
や
く
来

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
心
持
ち
と
、
何

か
の
不
安
の
二
つ
が
混
ざ
っ
た
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
気
持
ち
は
、
私
も
何
度
か

体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
の
よ
う
な

気
が
し
た
。
し
か
し
、
自
分
で
も
具
体

的
に
は
、
こ
の
、
今
ま
で
と
は
違
う
、

ほ
ぼ
逆
の
気
持
ち
が
何
な
の
か
は
分
か

ら
ず
、
そ
こ
か
ら
妙
な
不
安
が
こ
み
あ

げ
て
く
る
。
そ
し
て
当
日
、
五
位
は
、

目
を
覚
ま
し
た
時
に
見
た
芋
粥
の
準
備

の
様
子
だ
け
で
、
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
し
ま
い
、
結
局
、
朝
食
は
ほ
と

ん
ど
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
終
わ
っ

て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
の
時
、
五
位

は
こ
の
場
所
へ
く
る
前
の
自
分
、
つ
ま

り
、「
芋
粥
を
あ
き
る
ほ
ど
飲
み
た
い
」

と
い
う
欲
望
を
持
っ
た
幸
福
な
自
分
を

な
つ
か
し
く
ふ
り
か
え
っ
て
い
た
。
こ

ん
な
に
簡
単
に
望
み
が
か
な
っ
て
は
、

今
ま
で
、
我
慢
し
て
き
た
こ
と
が
無
駄

だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
五
位
の
気
持
ち

に
、
私
も
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
た
。

欲
望
、
望
み
。
こ
れ
ら
は
、
常
に
人

の
心
の
中
に
あ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
が

容
易
に
か
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
、
望

み
で
は
な
く
な
る
と
私
は
思
う
。
か
な

う
の
が
困
難
で
あ
る
か
ら
こ
そ
望
み
な

の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
努
力
が
報
わ

れ
、
望
み
が
か
な
っ
た
時
の
気
持
ち
は
、

望
み
が
容
易
に
か
な
っ
た
時
の
気
持
ち

と
は
全
く
違
う
と
思
う
。
ま
た
、
こ
れ

ら
が
か
な
う
時
よ
り
、
か
な
う
ま
で
心

の
中
で
思
う
時
の
方
が
幸
福
で
あ
る
場

合
も
あ
る
の
だ
と
、
私
は
「
芋
粥
」
を

読
ん
で
学
ん
だ
。

井
原
さ
ん
の
一
言

「
作
文
に
も
出
て
き
ま
し
た
が
、
た
く
さ

ん
の
人
が
個
性
を
認
め
合
え
ば
い
じ
め

も
な
く
な
り
ま
す
。
―
―
短
所
は
長
所

で
も
あ
り
ま
す
。」

井
原
さ
ん
は
、
主
人
公
が
、「
芋

粥
を
飽
き
る
ほ
ど
飲
ん
で
み
た
い
」

と
い
う
異
常
と
も
思
え
る
願
望
と
、

そ
れ
が
適
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き
の
心
境
の
変
化
に
着
目
し

て
い
ま
す
。

読書感想文 特選作品�読書感想文 特選作品�
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停相談会
松山調停協会
�9 4 1- 4 1 5 1

調

金銭貸借、交通事故など民事に
関する問題、また、夫婦関係、遺
産相続など家庭の問題について相
談に応じます。
と　き 3月11日�

10：00～16：00
ところ フジグラン松山
※無料･秘密厳守

お誕生おめでとう
出生児 保護者 生年月日 住　所

哲男

嘉洋

義隆

功治

健治

伊砂

栄一

秀一

茂徳

隆志

晋一郎

１・２

１・３

１・８

１・10

１・11

１・14

１・16

１・16

１・25

１・25

１・30

牛　渕

牛　渕

見奈良

志津川

見奈良

田　窪

下　林

見奈良

野田1丁目

野田1丁目

牛　渕

松矢文
あや

音
ね

松尾京香
きょうか

野本時嗣
ときつぐ

上甲聖
まさ

記
き

田村優
ゆう

里
り

松元佑珠
ゆ ず

越智　菖
あやめ

田井惣
そう

士
し

和泉達大
たつひろ

鈴木綾
あや

乃
の

梅林　大
だい

ごめい福をお祈りします
氏　名 年　令 死亡の日 住　所

十亀キヨノ
松田八重子
岡本久美
由井柾子
松A 計
水田秀雄
渡部正水
渡部來美子
和田千鶴子
平岡ツタカ

三島キチヨ
山本正之
森　政光
河内須磨子
岡本里美
坂本伊智子
本田喜與春

97
90
59
72
78
55
82
70
73
76
77
106
82
79
75
49
72
84

１・８
１・12
１・12
１・12
１・12
１・15
１・18
１・22
１・22
１・24
１・24
１・26
１・31
２・１
２・４
２・７
２・７
２・９

横河原
志津川
西　岡
牛　渕
志津川
田　窪
上　林
田　窪
樋　口
南野田
牛　渕
西　岡
志津川
樋　口
野田1丁目
志津川
田　窪
横河原

の動き
（2月10日までの届出分）

人

上野百貨店の商品券を
お持ちの方へ
関東財務局

�0 4 8- 6 0 0- 1 1 5 2

㈱

㈱上野百貨店が破産したため、
使用できなくなった同社発行の商
品券をお持ちの方は、「前払式証票
の規制等に関する法律」に基づき
同社の発行保証金から還付を受け
ることができます。詳しくは、関東
財務局にお問い合わせください。

重信まごころ銀行に次の方から
金一封を寄付下さいました。温かい
善意ありがとうございます。（敬称
略）

〈香典返し〉

住吉貴賜子（牛　渕）亡母･窪田ハナ
中村憲二（志津川）亡父･義一

まごころ銀行 山崎　夫�

受付期間

3月1日�～24日�
申し込み方法

受講希望講座名（第二希望ま
で）、住所、氏名、年齢、電話
番号を明記の上、往復ハガキで

き研修等受講者募集
愛媛県花き総合指導センター

�9 6 4- 5 8 6 7

花

バイテク講座
（生産者、指導者対象）

フラワーデザイン講座

押し花講座

花づくり講座
菊づくり実践講座

40名
40名

20名

30名

20名

無料

24,000円
（年6回）
19,000円
（年6回）

無料

種　　類 定　数 経　費

通事故の発生状況
松山南交通安全協会
�9 5 8- 6 5 5 8

交

2月10日現在

（松山南警察署管内）
�生活道路での交差点事故倍増、安全確認を
�夜間は反射材で自己防衛を
�高齢ドライバーの事故が多発、気配り

発生
死者
傷者

本年
159
0

199

昨年比
＋ 6
－ 1
＋13

�
四
国
電
気
保
安
協
会
愛
媛
支
部

4 月生まれのチビッ子募集! !
年齢は問いません。写真と保護者のコメントを
3 月1 5日までに役場総務課までお送りください。（ ）

宮崎 夢
ゆめ

叶
か

ちゃん（2000.3.22生）

「Dream Come True
がんばれ愛娘ゆ・め・か」
（父･淳一　母･あい子）南野田

満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳満1歳
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燃やさないごみ ①空き缶・金属類、びん・ガラス類　②ペットボトル、その他

3 月・4 月

燃やさないごみ：全地区①横河原②
粗大ごみ：横河原

燃やさないごみ：横河原以外②
粗大ごみ：志津川（八反地を除く）

燃やさないごみ：全地区①横河原②
粗大ごみ：横河原

ごみ収集休み

燃やさないごみ：横河原以外②
粗大ごみ：志津川（八反地を除く）・田窪団地

粗大ごみ：横河原・田窪団地・志津
川（八反地を除く）以外

燃やさないごみ：全地区①横河原②
粗大ごみ：横河原

友愛医院
�976-6262

永山内科
�976-1788

北上靖博整形外科
�975-3753

藤石病院
�964-1234

中川病院
�976-7811

泉内科
�966-2226

山之内･樋口･横河原

志津川･西岡･田窪･
牛渕･牛渕団地
拝志小学校

上林小学校

北吉井幼稚園

重信幼稚園

上樋･播磨台･野田･
北野田
上村･下林･上林

山之内･樋口･横河原

志津川･西岡･田窪･
牛渕･牛渕団地

公共施設利用申し込み受け付け（6月分） 9：30～10：00 町民会館
3月12日まで図書館･歴史民俗資料館特別休館
社会保険出張相談所　10：00～16：00 商工会館

消防出初式 9：00～ 重信中グラウンド 郷土史講座 13：30～ 町民会館
第23回重信町剣道練成大会　9：10～ トレーニングセンター

パソコン講座（9日まで） 町民会館

行政･心配ごと相談　13：00～15：00 町民会館

重信少年少女合唱団定期演奏会　14：00～　北吉井小学校

重信中学校卒業式

読書会「源氏物語」 13：30～15：30 町民会館

心配ごと相談　13：00～15：00 町民会館
町内小学校卒業式
町内幼稚園卒園式
町内小･中学校第3学期終業式
お話会　14：00～15：00 図書館

廃棄図書交換市　図書館

パソコン講座（30日まで） 町民会館･重信中学校

国民健康保険税（10期）納期限
国民年金保険料納付期日

読書会「源氏物語」 13：30～15：30 町民会館

3 /1
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日 行　　　　　　　事 当　番　医移動図書館車 ご　　　み
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TSHIGENOBU   OPICSSHIGENOBU   OPICST

3月4日� 9時からトレーニングセンターにお
いて第23回重信町少年剣道練成大会が行われま
す。少年剣士達の勇姿をご覧下さい。
詳しくは、
重信町スポーツ少年団事務局
�964－4420 まで

勇姿をご覧あれ!

愛媛県駅伝カーニバル
2月4日、立春とは名ばかりの冷たい風が吹く

なか、重信町総合公園で恒例の健康マラソンと
駅伝大会が行われました。
健康マラソン大会には、5歳の幼児から59歳

の男性まで幅広い年齢層の方が参加し、みなさ
んマイペースで走っていました。結果は次のと
おりです。
小学生の部

優　勝　　難波江源太（南吉井小6年）
森　　春香（上林小5年）

準優勝　　続木　崇浩（南吉井小3年）
森　　智美（上林小6年）

第 3位　　山本　恭聖（上林小5年）
大野　裕子（上林小5年）

中学生の部

優　勝　　佐伯　拓也
酒井麻衣子

一般の部

優　勝　　大内　俊範
三好　麻裕

一方、駅伝大会には52チームが参加し、地区
対抗では横河原分館が4連覇。その横河原に追
いつきそうだったのが、2位になった上林分館。
上位の方はいずれも差がわずかで、応援にも力
が入っていました。結果は次のとおりです。
分館

優　勝　　横河原
準優勝　　上林
第 3位　　田窪

中学部活動　　　男子　　　　　女子

優　勝　　サッカー部Ａ　　バスケット部Ａ
準優勝　　バスケット部Ａ　バレー部Ａ
第 3位　　サッカー部Ｂ　　陸上部

マラソン大会・駅伝大会

「社会ってキビシイー」
重信中学校2年生が、望ましい職業観・勤労

観を養い、将来の生活への視野を広げるために、
町内の職場を訪問しました。
生徒たちは、病院・保育所・スーパーマーケ

ット・美容院・コンビニなどで、実際に仕事を
体験することにより、社会人としての厳しい生
き方を学んだようでした。 （表紙写真）

☆ 地域のイベント等の情報を役場総務課までお寄せください ☆

第27回の駅伝カーニバル（総42.195㎞）が新居
浜市で行われ、重信町からも代表者が参加しま
した。南予チームが予想通りの走りをみせ、残
念ながら結果は19位でしたが、浜風と戦いなが
らがんばりました。
また、高校2部（総26㎞）には第三養護学校の生
徒が出場し、健闘しました。お疲れさまでし
た。
重信町チーム （2時間39分5秒）
高須賀靖、酒井麻衣子、酒井雄太、鍋田正史
菊地康男、阿部早苗、門屋剛史、渡邊香、
谷口茂樹

第三養護学校チーム（1時間45分20秒）
大内俊範、岡田恭平、永見哲史、木下政春、
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